
●【政策センター】31日に民営化考えるシンポ － 協働のまちづくりにむけ議論 

 

 大阪公共サービス政策センターは 31 日

（日）13：30から、ヴィアーレ大阪４Ｆホ

ールで「ごみ・下水道の民営化を考えるシ

ンポジウム」～一人ひとりのつながりから

協働のまちづくりへ～を開く。 

 政策センターでは、いま大阪市が事務事

業全般において民営化や補助金の削減など

を進めていること、なかでも「家庭ごみ収

集事業の民営化」、「ごみ焼却処理事業の一

部事務組合化」、「下水道施設の民営化」な

どについては市民への詳しい説明もなく、

議会での議論も不十分なままに既成事実化

されようとしていることから「ごみや下水

道は、誰かが単純に処理すればよいという

ものではなく、排出されてから処理される

までの間に、環境・公衆衛生・福祉・災害

時対応などといったさまざまな課題への対

応が求められるもの。現場で職務に従事す

る職員の責務はそうした課題の解決をめざ

し、市民はもとよりＮＰＯや事業者の人々

とも連携・協働し、市民生活を守るという

強い意志をもって持続可能な社会を構築す

る一翼を担っていかなければならない」と

の考えのもと、さまざまな視点から議論す

るため地域で活動しているＮＰＯの方々を

招き、標題のシンポジウムを開く運びとな

った。 

 参加費は無料。 

 皆さんのふるってのご参加を。 

 

 お問い合わせは「大阪公共サービス政策

センター」まで。 

 ＴＥＬ ０６－６５５６－９２０９ 

 

 

 



●【職員アンケート】橋下市長が謝罪 

行政訴訟が議会で否決され中労委命令が確定 －“健全な労使関係”期待（市労連） 

 ７月 25日に行われた大阪市会本会議で、橋下市長

が提案した「不当労働行為再審査申立棄却命令取消

請求訴訟」（中央労働委員会が“アンケート調査は不

当労働行為である”と認定したことを取り消すよう

求める行政訴訟）の議案が反対多数で否決され、市

に再発防止の誓約文書の交付を命じた中労委命令が

確定した。 

 これを受けて市長は６日、大阪市内で市労連・市

従に対し「アンケート調査は不当労働行為と認めら

れました。今後、このような行為を繰り返しません」

との文書をそれぞれ手交し謝罪した。 

 市長は 25日の議案否決後の記者会見で「中労委命

令と議会の判断を重く受け止める」として、命令に

したがい誓約文書をみずから手渡す考えを明らかに

していた。 

 手交後、市長は「過日、職員の皆さん、とくに組合員の皆さんにアンケート調査を行ったこ

とについて中労委で不当労働行為の認定がされ法的に確定しました。以後、このような行為を

繰り返さないよう、厳に慎みながら注意をしながら市政運営に努めていきたいと思います。職

員の皆さん、組合員の皆さんには大変ご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。以

後、適正な労使関係に努めていきたいと思います」と述べ謝罪した。 

 市労連は「私たちの主張が認められ、市側より謝罪ならびに命令の履行が行われたことにつ

いては大きな意義を持つ。本日の手交をもって健全な労使関係の回復にむけて一歩前進するこ

とを期待する」などとする見解を同日発表した。 

 また、交通局・水道局については取消請求訴訟の議会承認は不要であったが「アンケート調

査は大阪市として一体のものとして実施したため行政訴訟は行わない」と発表し提訴を断念、

同日、市長と同様に各局長から大交・水労に対しても文書の手交と謝罪が行われた。 

（写真 ＝ 謝罪する橋下市長） 

＜これまでの労働委員会命令（市従関係のみ）＞ 

13.03.25 職員アンケート事件（府労委＝不当労働行為救済命令） 

13.09.26 組合事務所退去通告に関する団交拒否事件（府労委＝不当労働行為救済命令） 

14.02.20 組合事務所退去事件（府労委＝不当労働行為救済命令） 

14.02.20 チェックオフ廃止事件（府労委＝不当労働行為救済命令） 

14.06.27 職員アンケート事件（中労委＝府労委命令を不服とする市の再審査申立棄却命令） 

＜今後の予定＞ 

14.09.10 組合事務所不許可処分取消請求事件（大阪地裁） 

 未定  組合事務所退去通告に関する団交拒否事件（中労委の命令待ち） 



● 組織強化の方向性を議論 － ７分科会でさまざまな視点から討議 

 自治労現業評議会は７月 31 日から８月

２日にかけ、熊本市で 2015年度総会と第５

回組織集会を開き、全国 47 県本部から約

1300人が参加した。 

 主催者を代表してあいさつに立った、藤

本初雄・議長（市従本部副委員長）は「多

くの仲間に結集いただき感謝している。今

後もこれまで以上に現業労働者が集える場

を増やし、課題を共有しながら一丸となっ

てたたかいを進めたい」と述べた。 

 総会では、牧野梅三郎・事務局長（現業

局長）から経過報告ならびに当面の闘争方

針案、2014現業・公企統一闘争の推進につ

いてなどを提起、また行政と地域の橋渡し

役を担う「新たな技能職」を展望した「現

業人事・給与制度等検討委員会」の報告も

あわせて行われた。 

 質疑応答では、新たに検討されている現

業・公企統一闘争のあり方、地方公務員法改正により実施が求められている人事評価制度の課

題、新採確保の強化などについて６単組から質問・意見が出された。 

 役員体制については、藤本議長、牧野事務局長、栗本正則・一般現業部会部会長（市従本部

書記次長）が再任、清掃部会部会長の山下晃充さん（市従環境事業支部副支部長）は勇退とな

った。 

 総会後、引き続いて組織集会が開かれ「現評の組織強化にむけて何が必要か」と題したパネ

ルディスカッションが行われた。パネリストからは、直営での現業公務労働の重要性や労働組

合が組織されていることの必要性などさまざまな視点から討議が行われた。 

 ２日目は、自治体と現業職場を取り巻く課題ごとに７つの分科会が設定され、公共サービス

充実のための新たな技能職確立にむけた議論が交わされた。第１分科会「臨時・非常勤等職員

の処遇改善と組織化」では、藤本議長から「現業統一闘争の歴史（地方分権時代のインターフ

ェースの役割）」と題した講演が行われた。また第６分科会「経営形態の変更と組織化」では和

田新悟・一般現業部会幹事（公園支部）の運営のもと、日吉一彦・市従本部書記長から「大阪

市問題について」の報告を、第７分科会「自治労現業労働者と公職選挙法」では西川徹二・市

従本部組織部長から「大阪市の現状について」の単組報告を行い、多くの分科会で市従の仲間

が重要な役割を担ってきた。 

 最終日は、牧野局長から「地域防災計画の取り組み」についての提起、また組織集会まとめ

が報告され、３日間におよぶ総会・集会が終了した。 

（写真㊤ ＝ 現評総会・組織集会には市従から約 40 人が参加した。㊦第７分科会で報告する

西川組織部長） 



●【原水禁広島大会】“平和の危機”強調 － 平和憲法を守るとりくみを 

 広島に投下された原子爆弾は 14 万人

もの生命を奪い去り、そして 69年が経つ

今なお被爆者やその子ども世代の心と健

康をむしばみ続けている。フクシマでは、

放射能汚染により 13 万人におよぶ人々

が先の見えない避難生活を余儀なくされ、

放射能とむき合う生活を強いられている。 

 そうした状況のなか、原水禁広島大会

が開かれ市従から 14人が参加した。 

 １日目は、平和記念資料館から「折り

鶴平和行進」に参加し「核兵器をなくそう！」、「全ての原発の廃炉をめざそう！」、「平和憲法

を守り集団的自衛権に反対しよう！」などのシュプレヒコールを繰り返しながら、開会総会が

開かれる県立体育館まで行進した。 

 開会総会では、はじめに原爆や原発など核の犠牲になった多くの方々への黙とうが行われた。

その後、川野浩一・大会実行委員長から「あの日から 69年、被爆者のこれ以上の犠牲者が出な

いように祈ってきた。しかし３年半前の福島原発事故によって新たな被害者が出た。にもかか

わらず、一方で安倍内閣は原発再稼働を進め集団的自衛権の行使容認により戦争のできる国に

しようとしている。私たちは人類の未来のために頑張らなくてはならない」と訴えた。 

 その後、福島からの訴えや高校生による平和スピーチ、大会基調の提案、また参加者全員で

「原爆を許すまじ」を合唱し１日目を終了した。 

 ２日目、参加者は第１分科会「脱原子力―学習・交流・討論編」から第７分科会「見て、聞

いて、学ぼうヒロシマ」にそれぞれ分かれ参加してきた。 

 最終日は、８時から平和記念公園で開かれた「平和記念式典」に参加、原爆が投下された午

前８時 15分に黙祷を行った。 

 まとめ集会では、川野実行委員長が「今年の大会は核廃絶とともに平和の危機が強調された。

再び戦争につながる道を歩むのか岐路に立たされている。もう一度、広島・長崎・沖縄に学び、

平和憲法を守る取り組みを進めよう」と訴えた。 

 最後に「集団的自衛権行使容認に反対する特別決議」と「ヒロシマアピール」を全員で採択

し全日程を終了した。 

 

● あふた～ざか～にばる 

 みんなの「最近ハマっていること３」…玉子豆腐を納豆に入れて食べる…夜中に花のナメク

ジ退治…写真撮影…魚釣り…カスピ海ヨーグルトをいろんなヨーグルトソースで食べること…

わらび餅づくり…ネットショッピング…早起き…草野球…筋トレ…ギター…ラーメン屋…ゴジ

ラ…足うらマッサージ…フェイスブック…鳩レース…ラッシュハンドメイドコスメのせっけん

…韓国ノリ…パックごはんとふりかけ…あべのハルカス…ビールに島らっきょう…妖怪ウォッ

チのメダル集め…高校野球観戦…食べ歩き…サイクリング…ゴルフ…和歌山の梅干し…ヤドカ

リの世話…オオクワガタ…怪談話…（ＪＯＥ） 


